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｢Active]Learning＆ActiveTesting学生参加型の
実践的授業における評価方法」の書評
池田佳奈美
鹿児島国際大学において2017年９〃以来６カ月にわたり取り組まれた教育をもとに，「Active
Learning＆ActiveTesting学生参加型の実践的授業における評価方法」（著：マクマレイ・デビッ
ド）が2018年２月に出版された。“アクティブ・ラーニング”と“アクティブ・テステイング”を
英語教育指導に導入する必要性の議論が盛んとなっており，マクマレイ教授は，「本書を執筆する
にあたり，本学だけの取り組みに限らず，創価大学のジョージ・ワン准教授や西南女学院大学およ
び鹿児島大学の教授陣から多大な協力を得た」と，鹿児島のみならず全国のグローバルな大学と協
力して完成したプロジェクトだと説明した。本書では，アクティブ・ラーニングを用いた授業方法
とその評価の改善を目的とし‘留学生も交えたビジネス英単語やビジネスケースの学習を行うこと
により，英語技能の向上のみならず，鹿児島とアジアのビジネス理解につながるよう執筆されてい
る。
この書籍講評では，「ActiveLeaming＆ActiveTesting学生参加型の実践的授業における評価
方法」を取り扱い．内容構成の書評を記載している。
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図１．ActiveLearning＆ActiveTesting学生参加型の実践的授業における評価方法
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国際文化学部論菓第19巻第１号（2018年６月）
中央教育審議会（2012）の答申において．「大学において従来のような知識伝達を中心とした授
業から，学生が主体的に課題に取り組み，思考を活性化させる能動的学修（アクティブ．ラーニン
グ）への転換が必要である」とされて以来多くの大学でアクティブ・ラーニングを取り入れた講
義を展開している（松本2017)。英語教育内でのアクティブ・ラーニングは学生が実践的な英語
能力を身につけることはもちろん，主体的に物事を考え，話し合いを通し問題を解決していく力を
獲得していくことを目標にしているが，具体的な教育方法までは定まっておらず，多くの教育者に
とってはアクティブ．ラーニングに戸惑いを感じている（池田2017)。
本書では，本大学における英語リーディング指導の実態を例に挙げ，大学レベルに必要とされる
英語能力を保持していない学生を．稜極的に講義に参加させる授業形態の提案について述べてい
る。また，アクティブ．ラーニングの一環として，ＳＷＯＴ分析やＰDCAサイクルを用いたビジネ
スケースを授業内に取り入れることを紹介している。
ＳＷＯＴ分析とは，目標を達成するために意思決定を必要としている組織や個人のプロジェクト，
ベンチャー ビジネスなどにおいて，外部環境や内部環境の強み（Strengths)，弱み（Weaknesses)，
機会（Opportunities)，脅威（Threats）の４つのカテゴリー に分類する技術であり，ＰDCAサイ
クルとは，常に変化するビジネス環境を調整する戦略である。学生は数種類のビジネスケースを元
に創業者，銀行，証券会社，コンサルタント役に分かれ自らの考えに基づいてビジネスの提案，交
渉．書類作成といった疑似体験を行い，岐後には学生間で英語によるディベートを行う。
本書は，英語教員養成指導として，本大学大学院での英語特殊講義や英語教育法の講義でも活川
される。講義では，学習者が能動的に学べる授業方法や形態を学習後，学部生対象のビジネス英語
にテイーチング・アシスタント（ＴＡ）として参加し，ビジネスケースを導入した際の教育効果を
研究する。教育効果の研究範囲として，学習者の英語能力に限らず，ビジネスケースの学習前後の
学習に対するモチベーションの効果測定や，学習者個々のモチベーションの差が与えるグループ・
ワーク活動への影響を研究する。（図２）
図２．モチベーションの差が与えるグループ・ワーク活動への影響の研究
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｢ActiveLearninR＆ActiveTestin質学生参加型の実践的授業における評価方法」の書評
本書を読み進めるにあたり，ビジネスケースやディスカッション及びデイベートとなるアクテイ
ビティーが紹介されているが，学生が積極的・効果的に参加するのかは疑問である。毎年，英語関
連講義では１クラスにおける受講人数の増加が問題となっており（川村2016)，グループワーク活
動が多々機能しない場面が見受けられる。今年度も，ビジネス英語の受講生約25名，英語オーラル・
コミュニケーション約45名など学生の規模が大きく、図３のように二極化する傾向が見られる。
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・教材などを使うが、；・アクテイビティーで
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図３英語及びモチベーションにおける学生の授業内傾向（池田２０１７）
ビジネスケースやディスカッション及びデイベートは高等な技能が必要となるため，学生自身が
すべきことを理解できていない．もしくは，学生間のモチベーションに大きな差がみられる場合，
それらのアクテイビティーがうまく機能しない恐れが生じる。そこで，学習者の学びを止めること
なくより円滑に指導を行うには，テイーチャー（T)，スチューデント・アシスタント（ＳＡ)，テイー
チング・アシスタント（ＴＡ）の３者の連動が重要となる。
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